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１．はじめに

　本研究の目的は，幼少期から才能教育下にある大学生アスリートの競技引退期に生じうる悩みや葛藤

の背後にある心理的依存と自立のメカニズムについて，関連する研究の動向について検討することであ

る。最初に本研究で対象としている大学生アスリートの特徴を整理する。

　才能教育下で過ごしてきた大学生アスリートは，幼いころから競技に関わることが優先され，自己の

発達の過程で，一般大学生とは異なるライフスタイルと周囲の人との関係の中で過ごすことが多い。た

とえば多くの者は，家族や指導者による勧めにより，幼児期から遅くとも小学校のうちには競技を開始

する。指導者やチームメイトらの限られたコミュニティの中で，長い練習時間を過ごし，大会参加のた

めの遠征にしばしば出かける。このように，指導者やチームメイトが事実上の家族と同じほどに生活を

共にすることも多い。才能教育下では競技戦績の向上の結果，指導者らによる推薦を経て高校や大学に

入学して競技生活を送る者が多く，それを機に親元を離れて，指導者らが親代わりの役割となる。以上

のような状況では，指導者が，生物学的な親に代わって親的な役割を果たし，「疑似親」（Marcia, 1964, 

1966）になる場合も多い。このような状況を，本研究では，「家族・家族的関係」と呼ぶようにする。家族

的関係とは，監督やコーチらと選手との関係のことを指す。

　練習や試合の際には，指導者による厳しい指導，チーム内での競争の中にあり，複雑な人間関係に基

づくストレスを伴うのが特徴である。学校生活においては，戦績が高く，全国大会や国際大会に出場す

るレベルに達する者を中心に，学力試験や学校行事への参加が軽減・免除されることも多い。また，ス
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ポーツ以外の友人関係が希薄で遊ぶ時間がないという者もいる（小川，2013，2017a）。Erikson（1959）の

議論によれば，発達課題の達成の過程で，ライフスタイルと家族関係が密接に関わりあっているため，

上述の特異性を考慮すれば，大学生アスリートの心の発達過程は，成人期までの発達段階モデルと異な

る特徴を備えている可能性が高い（小川，2013）。

　さらに，大学卒業後も競技を続ける高い戦績の者もいるが，多くは卒業を機に競技引退を考え，ビジ

ネス・キャリア（セカンド・キャリア）の検討に迫られる（小川，2010a, 2010b, 2012）。よって，競技引

退というキャリアの転換点であるとともに，スポーツ界との関わり方やライフスタイルの転換点にもあ

り，重大な心理的危機に直面する可能性が高い。

　一方，著者は，大学生アスリートに教鞭をとってきた中で，在学中に身体症状（発熱や身体の動きの重

さ，食事の難しさ），度重なる怪我，不登校，音信不通（連絡が取れない，行方不明），錯誤行動（提出物を

忘れる，試験答案に名前を書かない），問題行動（暴力や暴言，退学），ギャンブル依存等の訴えをしばし

ば聞いてきた。ストレスフルな状態において，メンタルヘルスを支える力はライフサイクルの中で養わ

れ，人間関係の中で維持される（石丸，2015）。よって，彼らに特有のライフスタイルと家族関係，そして

これらを背景にして育まれる心の発達の特徴をわからずに，彼らの臨床的問題に対して支援を試みるこ

とは，もはや不可能であると考えられる（小川，2013）。

　以上のような背景から，本研究は大学生アスリートの心の発達と家族らへの依存，および自立につい

ての研究を行っていくために，関連する研究の動向についてまとめることを目的とする。特に，大学生

アスリートの独特のライフスタイル，家族・家族的関係（監督・コーチらの指導者）との関係を念頭に

置きながら，次の点について検討したい。すなわち，その依存から自立へのメカニズムについて，先行研

究からどのような示唆が得られるか，望ましい支援の方法の解明に向けて，今後どのような研究と実践

への展開が望まれるか，である。

２．わが国のアスリートに対する心理的支援の動向

　⑴　スポーツ心理学領域における動向

　オリンピックなどの世界大会に出場するアスリートの戦績向上のために，国内外で心理的支援が

行われるようになって久しい。わが国のスポーツ心理学領域においても，1984年ロサンゼルス五輪

で諸外国における心理的支援の成果以降，その重要性が認識され（猪俣, 2005），心理的支援が実践

されるようになった。2000年にメンタル・トレーニングの資格制度がスタートし２），行動療法によ

る技法３）を中心に学術的にも多くの研究がなされている（遠藤，2005，石井，2005，海野，2005，岡

澤，2005，竹中，2005．徳永，2005，土屋，2005，山中，2005a，山中，2005b）。アスリートに対するこ

れらの心理的支援は，スキル指導を主眼としたアプローチである（中込，2013）。勝利を目的とする

スポーツ界において，心理的支援はその競技力向上を最優先にしており，アスリートの心の内面に

ついて，対象としているようで，実はつまびらかにしてこられていない。この背景には，心の内面

に焦点を合わせる場合，選手の弱みや複雑な人間関係などの話題に触れるため，明らかになること

を避けられがちであること，また，プライバシーへの配慮がなされるためである。しかし，本研究

の着想の背景にある，大学生アスリートの心の発達を，特有なライフスタイルと家族らとの関係か

ら検討しようとするならば，より内面的な心の状態へのアプローチが望まれる。特に，大学生アス

リートは，年齢的に見れば青年期にあり，そのアイデンティティ形成に至るまでには，それ以前の

ライフサイクルの各段階も含めて克服しなければならない課題があり，重要な人４）との相互的関係

を通じてこれらの課題を乗り越えていきながら，心理的発達を遂げるはずだからである５）（Erikson, 

1959）。

　アスリートに対する競技力向上を目的とした心理的支援の先述のような変遷の一方で，スキル指
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導よりも内的世界に焦点を合わせる研究もわずかながら存在する。次項ではこれに分類される研究

について述べる。

　⑵　臨床スポーツ心理学領域における動向

　主に中込（1993）をはじめとするアスリートに対する臨床スポーツ心理学領域での研究がある。

アスリートの心理的問題として扱う対象を，スポーツ心理学で扱ってきた研究課題や事象にまで広

げ，臨床心理学的方法を採用してアプローチすることを特徴としている（中込・小谷，2010）。来談

室を訪れるアスリートに対して，投影法６），カウンセリングを通じてアスリートの心の内面を見つ

めながら支援するアプローチが主流のようである。この中で，心理的支援により，アスリートの心

理的発達７）を考慮しながら，競技力向上について論じている研究もわずかながら存在する。

　たとえば，中込（2013）および江田・中込（2009）の中では，アスリートの心理的支援にとって，競

技力向上（現実適応）とパーソナリティ発達（個性化）の両面からの取り組みが重視されている。こ

れらの研究では，競技力向上を視野に入れ続けながら，パーソナリティ発達との両立性にかかわる

問題を追及している。ある程度高い競技レベルを求めていくには，個性化の過程（自己の支えとなっ

ている競技経験を問い直し，自身の課題解決へとつなげて行く取り組み）を通じた自己形成の重要

性が示されている。しかし，両者（競技力向上とパーソナリティ発達）がいつも一致する方向に向

かっているとは限らない。競技経験の中では，競技力向上を自他共に優先させた歩みを取りがちで

あり，発達課題の観点からしてアスリートにとっては消極的意味となっていると認めざるを得ない

こともある（中込，2013）。以上を本研究での言葉で言いかえれば，競技遂行の過程では，競技力向上

を自分も周囲も優先しがちになって，アスリートの心理的発達が十分に進まないことも多いと考え

られる。競技力向上がパーソナリティ発達につながりづらい背景に，「自己信頼感の不足」，「主体性

の欠如」，「自己充実感のうすさ」，「競技状況への過剰適応」がみられることを，これらの研究は指摘

している。以上の結果は，アスリートの自己形成について重要な特徴と見られており（中込，2013），

おそらく相互に関連しあって自己形成に影響しているのだろう（江田・中込，2009）と付記されてい

るが、これらがどのようなメカニズムで相互に影響しあっているのかについては，今一歩踏み込ん

だ議論が得られたいところである。

　注意深く見てみれば，これらの四つの特徴はErikson（1959）による心理社会的発達課題について，

青年期までの段階の検討が十分に行われずに，得られてくるはずの力を得られていないことが浮き

彫りになっている。臨床スポーツ心理学領域ではアスリートの心の発達に焦点を合わせているが，

大学生アスリートの心の発達の脆弱さの背後にあるメカニズムについて検討していくにあたり，次

の二点を示唆している。第一に，スポーツ心理学に軸を置いている臨床心理学的研究では，心の発

達を競技力向上との関係と共に論じていくことがどうしても強く望まれていることが否めない。ス

ポーツ・カウンセリングに競技力向上や勝利が強く期待され，臨床スポーツ心理学領域はそこから

離れられないのかも知れない。しかし，アスリート個人の自己の発達（個性化）を主眼にしていくカ

ウンセリングは大切ではなかろうか。そのとき，競技力の低下や，競技を引退することになるかも

しれない。しかし，大学生アスリートが10年から20年にわたる競技歴に終止符を打ち，セカンド・

キャリアを検討するときが，いつか必ず来る（小川，2010a, 2010b）。スポーツ界という特異的環境に

いた大学生アスリートの心理的発達が，卒業を機にすぐに進むとは考え難い。

　第二に，臨床心理学的アプローチを適用した研究，心理社会的発達課題（Erikson, 1959）に基づ

いた研究である場合に，アスリートの心の成長に影響を与える他者（親や指導者ら）の関係性が研究

結果の中に見えづらい。アスリートの内的世界に集中するあまり，周囲の関係性に焦点がぼやけて

いるのではないかもしれないと感じる。Erikson（1959）におけるメンタルヘルスを維持できる力の
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育成には，周囲の人々との関係性抜きには考えられないはずである。また、青年期後期にあるスポー

ツ選手の心理療法で「自立」がしばしばテーマとして見られる（中込，2004）のであれば、周囲の人

との関係性と自立、そしてその裏側にある依存がどのようなメカニズムになっているのか、解明し

ていく必要があろう。ここにしっかりと焦点を合わせて，アスリートの心の発達過程を見ていきた

いというのが，ここまで研究動向を概観しての，本研究の見解である。よって，中込（2013）による

アスリートの心理的発達の「進みづらさ」や「主体性の欠如」，そしてその背後にある発達課題の問

題，および家族らとの関係性を勘案し，そこにしっかりと焦点を合わせて検討していけば，具体的

な支援の方法への糸口がつかめるのではないか。

　次項からは，発達課題と家族らとの関係に注目した研究を見てみることにする。

　⑶　心理社会的発達課題（Erikson, 1959）からみたアスリートの心理的発達に関する研究動向

　心理的支援により，アスリートの自己形成について，発達段階とアイデンティティ形成の様態

（Erikson, 1959）を考慮して論じている研究は，わが国では臨床スポーツ心理学領域の研究の初期

のころに見られる。中込（1993）によれば，日本人スポーツ選手は，子ども期を早々に切り上げて競

技スポーツを開始し，その後は競技生活への強いコミットメントにより青年期を長期化させ，成人

期への移行を遅らせる傾向にある。この記述からは，大学生アスリートが年齢的に成人期に差し掛

かるころには，いまだ心理的には青年期，あるいはそれ以前の発達課題を十分に検討できていない

可能性も考えられる。

　また，同じく中込（1993）は，スポーツ競技者としての役割は数ある選択肢の（選手自身の）主体

的な吟味の末行われるのではないと言う。つまり，競技者の道（競技者としてのキャリア）は，幼い

ころに親や学校から与えられることが多い。このような状況で，スポーツ選手は，一般的にあるは

ずのアイデンティティ獲得のための課題（Erikson, 1959）に対し，人生を通じて十分に検討した経

験がないために，引退期には深刻なアイデンティティ危機に迫られる（中込，1993）。本研究で対象

としている，幼少期からの才能教育下にある大学生アスリートが経験する心理的危機では，このよ

うなアイデンティティ危機を伴う心理的不安定さが予想できる。

　青年期のアイデンティティ達成への対処の様相について，Marcia（1964，1966）はアイデンティ

ティ・ステイタス（identity status）として，「危機」（crisis）と「積極的関与」（commitment）の有無

に着目している。そして，「アイデンティティ達成」，「早期完了」，「モラトリアム」，「アイデンティ

ティ拡散」の四つ８）が示されている。中込，（1993）の日本人スポーツ選手の事例では「早期完了」に

分類される者があるが，このことは引退期にある大学生アスリートが，スポーツ競技者であるがゆえ

に，本来であれば経験するはずのアイデンティティ発達上の危機を経験せずに，成人期への移行の途

にある可能性があることを示唆している。つまり，一般的には青年期での心理的危機が想定されるは

ずなのに，スポーツ競技者であることの何らかの要因により，大学生アスリートが事実上心理的危機

を経験しないでよいまま，次のキャリアおよび発達段階に移行していることを示唆している。

　もとより「早期完了」に当てはまる人の意思決定は，親/疑似親（surrogates）の意向にしばしばコ

ントロールされる（Marcia, 1964）。才能教育下にある大学生アスリートの競技人生は，スカウティ

ングによる大学入学等に代表されるように，家族や複数の指導者との関わり抜きに成り立たないた

め，その影響は強く，複雑になる。青年期の自己の発達には，親からの分離（Blos, 1962），それを土

台かつ超越して新しい関係性の構築（Erikson, 1968）が不可分のプロセス（杉村，2011）であるが，

競技生活を送るがゆえの特異な親子関係９）であるため，才能教育下ではなおさら大学生アスリート

がこのプロセスを十分検討せずにいる可能性が考えられる。

　米国ではBeisser（1977）が，アスリートの豊富な事例を提示し検討した。アスリートの身体症状
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や問題行動を，成育歴の中で家族らとの関係を考慮し，積み残された心理社会的発達課題（Erikson, 

1959）との関連性の中で論じている。アスリートの臨床的問題について，成育歴を考慮して検討し

た非常に貴重な研究である。これを応用し，家族・家族的関係を明示的に議論出来ていくことが期

待される。

　次に大学生アスリートの心理的発達の特徴を家族・家族的関係に焦点を合わせて検討している研

究の動向を見ていくことにする。

　⑷　家族・家族的関係への依存と自立からみたスポーツ選手の心理的発達

　アスリートの心の発達について家族らとの関係性から検討し，支援の方法について論じている研

究に小川（2013，2015，2017a, 2017b）がある。小川による一連の研究は，引退期のアスリートが，在

学中に競技上の戦績不振に加え，度重なる怪我，身体症状10），および問題行動11）を訴える様子が契

機となり，心理的発達の支援に関わった経緯が論じられている。インタビューとSCT（佐野・槇田，

1960）を通じた調査の結果，すべての調査協力者が「早期完了（Foreclosure）」（Marcia, 1964）に分

類されている12）。そして，スポーツ臨床的に検討できる問題の背後には，親/疑似親（監督・コーチ

などの指導者）との強い「依存関係」（依存四類型：①純粋培養，②支配，③過干渉，④構ってもらえ

ない子）により，選手が心理的に未熟で，メンタルヘルスを支える力が十分に育まれてきていなかっ

た様子が示されている（小川, 2013, 2015）。小川（2013, 2015）は，８人13）という少数の事例からの調

査結果であるものの，引退期にあるアスリートの心理的発達の未熟さの背後にあるメカニズムを，

KJ法（川喜田，1967）により浮き彫りにしている。特に「依存四類型14）」（図１）は，グラフィックに

より，彼らの心理的メカニズムと家族・家族的関係との関係を中心に示されている。そして，支援

の期間が数年を超えている事例について，グラフィックの変容を見ることにより，依存から自立へ

の過程について，家族らとの関係の変化の様子が示されている（2017a）。

図１　依存四類型
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　小川（2013）に始まるアスリートの心理的発達に関する一連の研究は，アスリートの言葉を分析す

ることにより家族・家族的関係をビジュアライズし，類型化した点で，この主題に関する研究を大

きく前進させたと考えられる。アスリートの自己形成について，自立の重要性に言及した研究は以

前までに存在した（たとえば，中込, 1993，2013，江田・中込，2009）。これに対し，アスリートの心

理的発達の特徴，すなわち「主体性の欠如」（中込，2015, 江田・中込，2009）や，「自らキャリアを切

り開くカレジャスネス」（小川，2010a）の背後にある内的世界の中に，家族・家族的関係をビジュア

ライズできた研究は過去に例を見ない。そして，これまでの研究と異なる最も大きな発見は，アス

リートと家族・家族的関係に「依存」を明示的に示し，議論していることである。主体性が望まれる

大学生アスリートの内的世界のメカニズムの中に，依存が四つの類型に分類されており，これが実

践的支援の手掛かりを示唆している。

３．考察

　⑴　大学生アスリートの心理的依存と自立のメカニズムに関する研究展開

　才能教育を受けてきた大学生アスリートのライフスタイルや家族らとの関係の特異性に焦点を合

わせながら，彼らの心の発達について研究した小川（2013，2015）に代表される一連の研究は，心理

的問題の背景に，心の発達が未熟であり，メンタルヘルスを維持できる力が十分に育っていなかっ

たことを示唆している。また，背後には，生物学的な親だけではなく，疑似親（surrogates）として

機能する指導者らとの関係に強い依存関係があることも浮き彫りになった。

　才能教育下にある者のライフスタイルの特殊な側面や限定的でありながらも複雑な人間関係が，

幼いころから20年程度続けば，大学卒業（競技引退）を機に，すぐに心の発達が促され，自立が進ま

ない可能性が多いにある。大学卒業だけではなく，ここで競技引退を検討し，スポーツ界を含む社

会人へと第二のキャリアを考える際に，主体性は欠かせないはずである。ここで，依存から離脱で

きなければ，大学生アスリートはその後どのように自分の人生を歩んでいけばよいのか。このまま

依存したまま，人生を歩むトップ・アスリートばかりが蔓延し，彼らが引退して指導者になったと

したら，再び次世代のアスリートも依存的になることも考えられる。

　以上のことから，今後の研究の展開として，次のようなことが考えられる。第一に，大学生アス

リートの心理的依存の様態をさらに詳しく探索していくことである。この方法として，大学生アス

リートの依存的メカニズム，また小川（2013，2015）による「依存四類型」はじめ，どのような類型がみ

られるのかを調査し，依存がどのくらい日本の大学生にとって起こり得ていることなのか，また，そ

れによる競技生活やキャリア形成への影響，具体的な支援の方法について議論していくことである。

　第二に，小川（2013）以降，これまでにインタビュー等の調査を通じて心理的依存が確認されてい

る（元）大学生アスリートについて，依存の様態がどのように変化したのか（していないのか）につ

いて知ることである。このためには，追跡的に調査し，内的世界の変容やその過程でのサポートの

実態について整理していくことが望まれる。

　⑵　指導者教育への貢献と隣接領域への波及効果

　本研究は，大学生アスリートの心理的依存について，幼いころからの才能教育との関わりから述

べた。本研究で示してきた研究動向，特に心理的依存状態については，今現在彼らと関わっている

大学教員にとって，適切な関わりの在り方に警鐘を鳴らすものになると確信している。

　一方で，Erikson（1959）の心理社会的発達段階に基づけば，大学生アスリートを対象としている

場合でも，心理的依存やそれを背景とした臨床的問題は今現在に端を発することではなく，幼いこ

ろからの彼らとの関わり合いやライフスタイルが大きく影響している。そうであれば，幼少期から
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彼らの指導に当たる者は，生物学的な親に代わって，疑似親としてその役割を担うことがあると認

識しておくに越したことはないのではないか。スポーツのみならず，義務教育の教科で接する教員

も，アスリートにとって疑似親となりうる。たとえば，小川（2013）では，選手のかつての指導者と

して挙げられる者の中には，地域で才能教育を行なうチームだけではなく，学校教員で部活動の顧

問や指導を担当する者も含まれる。本研究の主張が，スポーツ界だけではなく，学校教育に関わる

者に広く読まれ，彼らの自立を支援するにはどうすればいいかについて，常日頃意識を向けていた

だけると，本研究がもう一つ報いられる。

　今後，大学生アスリートの心理的依存の実態が解明され，その自立や社会的適応のための具体的

な支援策が開発，実行に移されることにより，次のような効果が期待できると本研究は考える。

第一に，非依存型アスリート像の明確化である。本研究は，大学生アスリートの心理的依存につい

て，その研究動向と支援の在り方について述べてきた。他方で，本研究では直接のターゲットにし

ていないが，存在するはずである「非依存型」アスリートの特徴と付随する新たな心理的問題（たと

えば，主体的な自己の形成による依存型社会への不適応等）が，調査の過程で見えてくるのではな

いかと予測している。そして，彼らに対する対応についてもまた，解明できるのではないかと予測

している。

　第二に，スポーツ領域以外での才能教育への貢献である。本研究で対象としているスポーツ領域

の選手のみならず，幼少期から才能教育を受ける者（たとえば，芸術家，音楽家等）に，本研究の一

連の研究の結果が応用的に用いられることが可能ではないかと考えられる。よって，他の才能教育

下で起こりうる，類似した家族・家族的関係を背景とした臨床的問題に，適切な支援の方法や政策

立案に有益な情報を提供できるはずである。

　第三に，家族機能不全下の臨床的問題への支援策に対する適用である。小川（2013，2015）による

依存の類型にある家族・家族的関係に，健全で情緒的に満たされた関係性が確認できるとは言い難

い。このことは，これまでスポーツが影になって，心理的依存状態にあるアスリートとその家族ら

の関係性を見えづらくしていたのかもしれない。大学生アスリートと家族らとの間に依存的関係の

メカニズムが明らかになると，スポーツ領域以外での類似した家族機能不全での研究や実践と相互

補完的に支援策を提供しあえるというのが，本研究の仮説である。よって，家族機能不全の環境下

で確認される臨床的問題（たとえば，家庭内暴力，嗜好への依存等）への対応に本研究成果を応用し，

実践的な支援にとって波及的な議論を進めていきたいと考える。

４．結語

　才能教育下にある 大学生アスリートの心理的依存とその自立について検討していくにあたり，関連

する研究の動向とその概要について述べてきた。臨床スポーツ心理学領域の研究動向を考慮しても，大

学生アスリートには自立が課題になっていると考えられる。そして，依存はおそらく多くの大学生アス

リートの臨床的問題の背景に横たわっているのではないかというのが本研究の仮説である。今後は，こ

れまでの研究を参照しながら，大学生アスリートの自己の発達とその支援について，検討を進めていき

たい。
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　本研究でありうべき誤りは，すべて著者の責に帰するものである。

[注]

１）琉球大学グローバル教育支援機構　olivia@lab.u-ryukyu.ac.jp

２）スポーツ心理学会のウエブサイトによれば，2000年にメンタルトレーニング指導士の資格制度が始まった。

３）たとえば，目標設定技法，イメージ技法，バイオフィードバック技法などが盛んに行われている。

４）Erikson（1959）では，母及び母親的存在（乳児期），両親的人間（幼児前期），家族（幼児後期），近隣・学校での人々

（学童期），仲間集団・外部の集団，理想のリーダー（青年期）の存在。

５）言い換えれば，幼児期以降の各々の発達課題である「基本的信頼感」，「自律性」，「自主性」，「勤勉さ」を統合

していったものを土台として，青年期の課題である「自分とは何か」という問いに目を向けるようになる（森，

1989）。

６）分析心理学に依拠するアプローチ。ロールシャッハ・テスト，風景構成法，箱庭療法などにより，相談室に来談

したアスリートの内面を探り，心理療法による支援を行っている。

７）同様のことを，中込（2013）では「パーソナリティ発達」，分析心理学の観点から前田（2012）では「個性化（自己

実現）」，江田・中込（2009）は自己形成の内的側面「本来感」という概念で表現している。「心理的発達」は，小川

（2013）のために，当時の指導教員である小野けい子教授からの指導を通じて用いるようになった。心理的発達

への支援は競技上の勝利を第一義にするのではなく，様々な出来事や人々との交流を通じて，自己形成を促す

ものであると，本研究では位置付けている。

８）「アイデンティティ達成」（identity achievement：危機を経験し，積極的にかかわる），「早期完了」（foreclosure：

危機を経験していないが，その状況に積極的にかかわる），「モラトリアム」（moratorium：危機を経験してい

る最中で，関わろうとしている」，「アイデンティティ拡散」（identity diffusion：積極的に関わっていない）で

ある。

９）たとえば，競技人生を通じて関わる指導者が複数いるが，家族よりも関わり合う時間が長くなることも多く，

その誰もが選手にとって疑似親になりうる。

10）たとえば喘息や咳，短期間での体重の激減

11）たとえば不登校，ギャンブル依存

12）大学入学時の状態

13）幼少期から才能教育下にあり，高校か大学での入学をスカウティングにより経験した，21歳から24歳までの８

名（男４名，女４名）を対象とした調査であった。すべてのものが，在学時代，身体症状や怪我，問題化を訴えて

いた。既卒・引退後の大学生アスリートを含んでいる。既卒者・引退後の者も含んで調査した理由は，引退に

関する心理的ストレスを検討するのには短期間では乗り越えられないこともあること，また，内的世界が短期

間に変化しづらく，検討するに値すると考えたためである。

14）KJ法によりデータを分析したところ，四つの類型が明らかになった。それぞれの概要は次のとおりである。①

【純粋培養（Cocooned）】選手がスポーツという無菌室で培養されている。選手にとっての重要な意思決定は，親

/Suが行うか，用意される選択肢からなされる。選手は，葛藤の経験や感受性が乏しく，ネガティブな側面を身

体化させる傾向がある。②【支配（Dominated）】親/Suと選手が「支配と服従」の関係にあり，スポーツは両者

の間で取引される。選手は幼児期からの甘えたい気持ちが充足しておらず，親/Suに対し表面的にはポジティ

ブに取り繕うものの，内面には怒り，恐怖心，無力感がある。③【過干渉（Invaded）】親/Suが非常に手厚い養育

態度を示す。選手は，親/Suの干渉を回避しながら守り（スポーツ等）を求めるが，時に都合よく親/Suを守りに

するため，自立が進まない。選手は不測の事態に動揺し，問題行動や身体症状を示す。④【構ってもらえない子

（Emotionally Unguided）】選手が親/Suと「スポーツという塀」で遮られている。親/Suは情緒的でなく，経済

的な支援や競技指導を介して選手と関わる。選手は，構ってほしい欲求が満たされず，問題行動・身体症状の

背景に底知れぬ孤独感を抱く。
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